
(57)【要約】

【課題】インタークーラを通過する風量が低下してしま

うことを防止する。

【解決手段】吸入口５１を軸流ファン６０に対して軸流

ファン６０の回転の向きの反対上側に配置し、インター

クーラ３０を軸流ファン６０に対して軸流ファン６０の

回転の向きの下側に配置する。これにより、エアクリー

ナ５０が通風抵抗となって、インタークーラ３０を通過

する風量が低下してしまうといった問題が発生すること

を未然に防止できる。延いては、吸気を十分に冷却する

ことができるので、エンジン４０の出力を向上させるこ

とができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 前 後 方 向 に 延 び る 回 転 軸 を 有 し 、 ラ ジ エ ー タ （ ２ ０ ） に 冷 却 風 を 送 風 す る 軸 流 フ ァ ン
（ ６ ０ ） と 、
内 燃 機 関 （ ４ ０ ） に 吸 入 さ れ る 空 気 を 冷 却 す る イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） と 、
前 記 内 燃 機 関 （ ４ ０ ） に 吸 入 さ れ る 空 気 を 取 り 込 む 吸 入 口 （ ５ １ ） の 空 気 流 れ 下 流 側 に 設
け ら れ 、 空 気 中 の 塵 埃 を 除 去 す る エ ア ク リ ー ナ （ ５ ０ ） と を 有 し 、
車 両 前 後 方 向 か ら 見 て 、 前 記 吸 入 口 （ ５ １ ） は 前 記 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） を 挟 ん で 前 記 イ ン
タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） と 反 対 側 に 位 置 し 、
車 両 前 後 方 向 か ら 見 て 、 前 記 エ ア ク リ ー ナ （ ５ ０ ） は 前 記 イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） か ら ず
れ た 部 位 に 位 置 し 、
さ ら に 、 前 記 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） は 、 前 記 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） か ら 吹 き 出 し た 空 気 が 前 記
イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） 側 に 偏 っ て 流 れ る よ う な 向 き に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 車 両 前
端 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ラ ジ エ ー タ （ ２ ０ ） を 支 持 す る ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト （ １ ０ ） に は 、 車 両 前 面 側 の 空 気
を 前 記 イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） に 導 く ベ ル マ ウ ス 状 の 空 気 案 内 部 （ １ ４ ） が 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 前 端 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト （ １ ０ ） と 前 記 空 気 案 内 部 （ １ ４ ） と は 、 一 体 成 形 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 車 両 前 端 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 車 両 の 前 端 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
空 冷 式 の イ ン タ ー ク ー ラ の 空 気 流 れ 下 流 側 に エ ア ク リ ー ナ 等 が 配 置 さ れ る と 、 エ ア ク リ ー
ナ が 通 風 抵 抗 と な っ て 、 イ ン タ ー ク ー ラ を 通 過 す る 風 量 が 低 下 し て し ま い 、 吸 気 を 十 分 に
冷 却 す る こ と が で き な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
な お 、 イ ン タ ー ク ー ラ と は 、 エ ン ジ ン （ 内 燃 機 関 ） に 吸 引 さ れ る 空 気 、 つ ま り 吸 気 を 冷 却
す る も の で 、 特 に 、 過 給 器 を 備 え る エ ン ジ ン に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 上 記 点 に 鑑 み 、 第 １ に は 、 従 来 と 異 な る 新 規 な 車 両 前 端 構 造 を 提 供 し 、 第 ２ に
は 、 イ ン タ ー ク ー ラ を 通 過 す る 風 量 が 低 下 し て し ま う こ と を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 車 両 前 後 方 向 に 延 び
る 回 転 軸 を 有 し 、 ラ ジ エ ー タ （ ２ ０ ） に 冷 却 風 を 送 風 す る 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） と 、 内 燃 機
関 （ ４ ０ ） に 吸 入 さ れ る 空 気 を 冷 却 す る イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） と 、 内 燃 機 関 （ ４ ０ ） に
吸 入 さ れ る 空 気 を 取 り 込 む 吸 入 口 （ ５ １ ） の 空 気 流 れ 下 流 側 に 設 け ら れ 、 空 気 中 の 塵 埃 を
除 去 す る エ ア ク リ ー ナ （ ５ ０ ） と を 有 し 、 車 両 前 後 方 向 か ら 見 て 、 吸 入 口 （ ５ １ ） は 軸 流
フ ァ ン （ ６ ０ ） を 挟 ん で イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） と 反 対 側 に 位 置 し 、 車 両 前 後 方 向 か ら 見
て 、 エ ア ク リ ー ナ （ ５ ０ ） は イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） か ら ず れ た 部 位 に 位 置 し 、 さ ら に 、
軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） は 、 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） か ら 吹 き 出 し た 空 気 が イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０
） 側 に 偏 っ て 流 れ る よ う な 向 き に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 本 発 明 で は 、 車 両 前 後 方 向 か ら 見 て 、 吸 入 口 （ ５ １ ） は 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） を 挟
ん で イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） と 反 対 側 に 位 置 し 、 さ ら に 、 車 両 前 後 方 向 か ら 見 て 、 エ ア ク
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リ ー ナ （ ５ ０ ） は イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） か ら ず れ た 部 位 に 位 置 し て い る の で 、 エ ア ク リ
ー ナ （ ５ ０ ） が 通 風 抵 抗 と な っ て 、 イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） を 通 過 す る 風 量 が 低 下 し て し
ま う と い っ た 問 題 が 発 生 す る こ と を 未 然 に 防 止 で き る 。 し た が っ て 、 吸 気 を 十 分 に 冷 却 す
る こ と が で き る の で 、 内 燃 機 関 （ ４ ０ ） の 出 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） は 、 軸 流 フ ァ ン （ ６ ０ ） か ら 吹 き 出 し た 空 気 が イ ン タ ー ク ー ラ
（ ３ ０ ） 側 に 偏 っ て 流 れ る よ う な 向 き に 回 転 す る の で 、 吸 入 口 （ ５ １ ） を 雰 囲 気 温 度 が 比
較 的 に 低 い 領 域 に 位 置 す る こ と と な る 。 し た が っ て 、 低 温 の 吸 気 を 取 り 込 む こ と が で き る
の で 、 内 燃 機 関 （ ４ ０ ） の 出 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 ラ ジ エ ー タ （ ２ ０ ） を 支 持 す る ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト （ １ ０ ）
に は 、 車 両 前 面 側 の 空 気 を イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） に 導 く ベ ル マ ウ ス 状 の 空 気 案 内 部 （ １
４ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ れ に よ り 、 イ ン タ ー ク ー ラ （ ３ ０ ） に よ り 多 く の 冷 却 風 を 導 入 す る こ と が で き る の で 、
吸 気 を 十 分 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト （ １ ０ ） と 空 気 案 内 部 （ １ ４ ） と は 、 一
体 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
因 み に 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関
係 を 示 す 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
図 １ は 本 実 施 形 態 に 係 る 車 両 前 端 構 造 を 車 両 前 方 側 か ら 見 た 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ の
Ａ － Ａ 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 図 １ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ が 組 み 付 け 固 定 さ れ る ラ
ジ エ ー タ サ ポ ー ト 本 体 部 １ １ 、 及 び ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト 本 体 部 １ １ を 車 両 ボ デ ィ に 固 定 す
る た め の 固 定 部 １ ２ 等 か ら な る も の で 、 ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト 本 体 部 １ １ 及 び 固 定 部 １ ２ は
、 炭 素 繊 維 や ガ ラ ス 繊 維 等 の 強 化 部 材 に よ り 機 械 的 強 度 が 強 化 さ れ た 樹 脂 に て 一 体 成 形 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
因 み に 、 ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト １ ０ は 、 少 な く と も ラ ジ エ ー タ ２ ０ 等 の 熱 交 換 器 が 組 み 付 け
ら れ る も の で 、 文 献 に よ っ て は 、 キ ャ リ ア 又 は フ ロ ン ト エ ン ド パ ネ ル と 呼 ば れ る も の で あ
り 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ は 、 走 行 用 の 内 燃 機 関 、 つ ま り エ ン ジ ン の 冷 却 水 と 空 気 と を 熱 交 換 し
て 冷 却 水 を 冷 却 す る 熱 交 換 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト １ ０ の 後 方 側 に 搭 載 さ れ
た 走 行 用 の エ ン ジ ン ４ ０ に 吸 入 さ れ る 燃 焼 用 の 空 気 （ 以 下 、 吸 気 と 呼 ぶ 。 ） を 冷 却 す る 空
冷 式 の 冷 却 器 で あ り 、 エ ア ク リ ー ナ ５ ０ は 、 吸 気 を 大 気 中 か ら 取 り 込 む 吸 入 口 ５ １ の 空 気
流 れ 下 流 側 に 設 け ら れ て 吸 気 中 の 塵 埃 を 除 去 す る フ ィ ル タ ボ ッ ク ス で あ り 、 こ の エ ア ク リ
ー ナ ５ ０ は 、 車 両 前 後 方 向 か ら 見 て 、 イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ か ら ず れ た 部 位 に 位 置 し て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ の 後 方 側 に は 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ に 冷 却 風 を 送 風 す る 軸 流 フ ァ ン ６ ０
を 用 い た 送 風 機 が 配 置 さ れ て お り 、 吸 入 口 ５ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 車 両 前 後 方 向 か ら 見
て 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ を 挟 ん で イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ と 反 対 側 に 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 吸 入
口 ５ １ は 軸 流 フ ァ ン ６ ０ に 対 し て 軸 流 フ ァ ン ６ ０ の 回 転 の 向 き の 反 対 上 側 に 配 置 し 、 イ ン
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タ ー ク ー ラ ３ ０ は 軸 流 フ ァ ン ６ ０ に 対 し て 軸 流 フ ァ ン ６ ０ の 回 転 の 向 き の 下 側 に 位 置 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ か ら 吹 き 出 し た 空 気 が イ
ン タ ー ク ー ラ ３ ０ 側 に 偏 っ て 流 れ る よ う な 向 き に 回 転 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ と は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 ０ １ ３ ２ 　 番 号 １ ０ １ ２ に 定 義 さ れ て い る よ う
に 、 空 気 が 軸 方 向 に 通 り 抜 け る フ ァ ン を 言 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト １ ０ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ と ラ ジ エ ー タ ２
０ と の 隙 間 を 覆 う よ う に し て 軸 流 フ ァ ン ６ ０ に よ り 誘 起 さ れ た 空 気 流 が ラ ジ エ ー タ ２ ０ 等
の 熱 交 換 器 を 迂 回 し て 流 れ る こ と を 防 止 す る シ ュ ラ ウ ド 部 １ ３ 、 及 び 車 両 前 面 側 の 空 気 を
イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ に 導 く ベ ル マ ウ ス 状 の 空 気 案 内 部 １ ４ （ 図 ３ 参 照 ） が 一 体 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ 、 つ ま り 送 風 機 は シ ュ ラ ウ ド 部 １ ３ を 介 し て ラ ジ
エ ー タ サ ポ ー ト １ ０ に 固 定 さ れ 、 イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ は 空 気 案 内 部 １ ４ を 介 し て ラ ジ エ ー
タ サ ポ ー ト １ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 効 果 を 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
車 両 前 後 方 向 か ら 見 て 、 エ ア ク リ ー ナ ５ ０ は イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ か ら ず れ た 部 位 に 位 置 し
て い る の で 、 エ ア ク リ ー ナ ５ ０ が 通 風 抵 抗 と な っ て 、 イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ を 通 過 す る 風 量
が 低 下 し て し ま う と い っ た 問 題 が 発 生 す る こ と を 未 然 に 防 止 で き る 。 延 い て は 、 吸 気 を 十
分 に 冷 却 す る こ と が で き る の で 、 エ ン ジ ン ４ ０ の 出 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 本 実 施 形 態 ご と く 、 エ ア ク リ ー ナ ５ ０ と 吸 入 口 ５ １ と が 近 接 し て い る 場 合 に は 、 吸
入 口 ５ １ を 軸 流 フ ァ ン ６ ０ を 挟 ん で イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ と 反 対 側 に 配 置 す れ ば 、 イ ン タ ー
ク ー ラ ３ ０ を 通 り 抜 け る 空 気 流 れ に 対 し て エ ア ク リ ー ナ ５ ０ が 通 風 抵 抗 に な っ て し ま う こ
と を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
と こ ろ で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ が 左 向 き に 回 転 す る 際 に は 、 二 点 差 線 よ り
右 側 及 び 下 方 側 の 領 域 は 、 二 点 差 線 よ り 左 側 及 び 上 方 側 の 領 域 に 比 べ て 雰 囲 気 温 度 が 低 下
す る こ と が 発 明 者 等 の 試 験 検 討 に よ り 明 ら か に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の ご と く 、 軸 流 フ ァ ン ６ ０ か ら 吹 き 出 し た 空 気 が イ ン タ ー ク ー ラ
３ ０ 側 に 偏 っ て 流 れ る よ う な 向 き に 軸 流 フ ァ ン ６ ０ が 回 転 す る 、 つ ま り 、 吸 入 口 ５ １ を 軸
流 フ ァ ン ６ ０ に 対 し て 軸 流 フ ァ ン ６ ０ の 回 転 の 向 き の 反 対 上 側 に 配 置 し 、 イ ン タ ー ク ー ラ
３ ０ を 軸 流 フ ァ ン ６ ０ に 対 し て 軸 流 フ ァ ン ６ ０ の 回 転 の 向 き の 下 側 に 配 置 す れ ば 、 吸 入 口
５ １ が 二 点 差 線 よ り 右 側 又 は 下 方 側 の 領 域 に 位 置 す る こ と と な る の で 、 低 温 の 吸 気 を 取 り
込 む こ と が で き 、 エ ン ジ ン ４ ０ の 出 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 車 両 前 面 側 の 空 気 を イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ に 導 く 空 気 案 内 部 １ ４ が 設 け ら れ て い る の
で 、 イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ に よ り 多 く の 冷 却 風 を 導 入 す る こ と が で き 、 吸 気 を 十 分 に 冷 却 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
第 １ 実 施 形 態 で は 、 空 気 案 内 部 １ ４ は イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ の う ち コ ア 部 の み に 空 気 を 導 く
よ う に 形 成 さ れ て い た が 、 本 実 施 形 態 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ 全 体 に
空 気 を 導 く よ う に 形 成 し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 コ ア 部 と は 、 冷 却 風 が 通 り 抜 け る 部 位 で あ っ て 、 積 極 的 に 吸 気 と 外 気 と を 熱 交 換 さ
せ る 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
上 述 の 実 施 形 態 で は 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ の 空 気 流 れ 下 流 側 に 軸 流 フ ァ ン ６ ０ を 配 置 し た が 、
こ れ と は 逆 に ラ ジ エ ー タ ２ ０ の 空 気 流 れ 上 流 側 に 軸 流 フ ァ ン ６ ０ を 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 エ ア ク リ ー ナ ５ ０ の 搭 載 位 置 は 、 吸 入 口 ５ １ 近 傍 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 車 両
前 後 方 向 か ら 見 て イ ン タ ー ク ー ラ ３ ０ に 対 し て ず れ た 位 置 で あ れ ば 、 ど こ で も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト １ ０ を 樹 脂 製 と し た が 、 本 発 明 は こ れ に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 又 は 鉄 等 の 金 属 製 と し て も
よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 前 端 構 造 を 車 両 前 方 側 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 前 端 構 造 の 特 徴 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … ラ ジ エ ー タ サ ポ ー ト 、 ２ ０ … ラ ジ エ ー タ 、 ３ ０ … イ ン タ ー ク ー ラ 、
５ ０ … エ ア ク リ ー ナ 、 ５ １ … 吸 入 口 。
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【 図 ４ 】
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